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　動物の発生に つ い て は ， 卵 の種類 ， 卵割方

式な どの 点から ， 教科書や資料集では，例 と

して必ずウニ の発生が取 り上げられてい る。

また ， ウニ の発生過程に は ， 受精膜の形成 ，

繊毛運動 ， 孵化な と動的な現象が多く含まれ

てお り， 発生 を観 察す るには 興味深い 材料で

ある 。

　しか し， 海産性の ウニ は採集や飼育に問題

が多 く ， 実際に実験 ・観察するこ とは まれで

あ る。 また ， 実際に学校で観察で きた場合 で

も ， 発生 に要する時間や飼育環境な どに より ，

連続的に ， 経時的 に観 察するこ とは困難で あ

る。その ため ， 授業な どで は実物の 代わ りに

写真や図 ， もしくは模 型とい っ たもの を提示

して すますこ とが 多い
。

　 こ の ように教科書な どに必ず取 り上げ られ

てい る ウニ の発生 ではあるが
， 実際 に観察 す

る機会が 少な く
，

また写真な どを用 い た学習

で は ， 発生が連続的に 進行す るこ とや ， 動的

な現象を捉えるこ とは 困難である 。 そ こで 本

研究では ， ウニ の発生過程を実際に観察 し，

分裂過程や胚の運動 ， 繊毛の動 きな ど ， 写真

では捉え られない 動的な現象を中心に映像を

記録し， 発生に関する視覚教材 を作製 した 。

　材料にはサ ンシ ョ ウウニ （femnoρleUtus

tareualaticus）を用 い た 。 雌雄 それぞ れの

個体か ら採取 した卵と精子を用い て ， 時計皿

の上で媒精を行っ た e 媒精 した後 ， 直ちに実

体顕微鏡下で観察 し， 受精膜が形成された卵

だけを人工 海水の入 っ た小型の ペ トリ皿 に移

し ，
20℃ に保 っ た室内に静置 した 。 また ，

プル テウス幼生以降で は大型の べ トリ皿に移

し替え ， 常時エ ア レ
ー

シ ョ ン と海水の攪拌を

行っ た 。 餌 として培養した珪藻を与え ， 海水

を適宜取 り替えた 。 観察は ， 受精卵を経時的

に採取 してホー
ル スライ ドガ ラスに移 し ，

ノ

マ ル スキー微分干渉顕微鏡を用い て行 っ た 。

記録は， 高感度 CCD カメラを顕微鏡に接続

してビ デオ撮影を行っ た。

　発生 過程を観察 した結果 ， 未受精卵に精子

懸濁液をか け媒精す ると， 直ちに未受精卵か

ら受精膜が形成され ， 受精が観察された 。 受

精卵はその後 ， 2 細胞 ， 4 細胞と卵割を繰 り

返 し ， 2時間以内で 32細胞に まで分裂 した 。

16 細胞期で は割球 の大 きさに違い が 見 られ

た 。 その後 ， 経時的に観察 した とこ ろ ， 受精

後約 3．5 時間で桑実胚 ， 約 4 時間で胞胚 とな

っ た 。 胞胚 にな る と繊毛が形成されは じめ ，

繊 毛運動によ り胚が回転 し， 受精後約 5．5時

間で 受精膜を破 っ て孵化 した 。孵化 した胚は
，

受精後 24時間以内に原腸胚 ， プリズム幼生 ，

2腕 プル テウス幼生へ と発生が進行 してい っ

た 。 原腸胚で は原口 よ り陥入が起こ り， 原腸

が形成されは じめ ， 同時に中胚葉が見られる

ようにな っ た 。 プ リズム幼生で は骨片を観察

する こ とがで きた 。 プル テ ウス幼生で は
， 骨

片が成長 し骨格を形成するともに ， 口や胃が

形成された 。

　その後の経日的な観察によ り， 受精約 1週

間か ら 10 日で 6腕 プル テ ウス幼生 ， 約 2週

間で 8腕プル テ ウス幼生 とな っ た 。 この時期

の幼生で は ， 体の中央部分が盛んに収縮運動

を行っ てい た。 また ， 約 3週間で ウニ 原基 （と

げや管足なとの 主要器官が形成される場所）

が形成された。
こ の後 ， さ らに飼育を試み ，

約 1ヶ 月の間に 変態直前まで発生を観察す る

ことが で きた 。 しか し ， 受精後 40 日目です

ぺ ての幼生が死 滅したため， 変態以降の発生

を観察す るこ とはで きなか っ た 。
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